第40回　施設処遇検討会議　議事録

H22.2.15　13:30～15:30

青山荘交流室

出席者：長谷部S.G.M・中村文洋・小坂和子・須々田珠実・小笠原嘉紀・馬渕豊子・木村春子・竹内一貴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・秋山欣也S.G.M　上平ユリ子・末政絵美・兵藤拓明・福士一・三浦とし子)　　　　　　

記　録：須々田珠実

議題

１：豊川　明男様（青山荘利用者）の処遇について

２：富塚　勝幸様　（青明者登録者）の処遇について

３：佐藤　ミツ子様　(青風荘入所者)の処遇について

１：豊川　明男様（青山荘利用者）の処遇について

病名：統合失調症　合併症：なし

＜問題点＞

①　他者交流の図り方

1）緊張している時に話をすると一方的に他者へ自分の話をし、会話の内容が外れていくため、環境の設定をする。

2）自分の考えや不満を抱えることがあるので、定期的に話し合いの場を持ち、ストレスの緩和に努める。

②他者への疑い（易怒的・被害的になる）

1）訴えに対して、職員からの対応を同じくすることで本人の訴えの幅を広げない（揚げ足をとられないようにする）。

2）他者への疑いを持っている場合、本人易怒的となることから、職員は複数にて話し合いや面談の対応を行う。

3）他者を直ぐに疑う事には、他者交流を行ううえでマイナスになることを伝えていく。

③時々不調の訴えがある

1）11月・12月と不調の訴えがあり、デイケアを休みがちとなる事が多くあった。

→本人との面談や訪室を多くしながら、傾聴する事で、話しやすい雰囲気を作るようにする。

2）少し落ち込んだ様子で不調を訴えてくる。

→あまりその事だけを考えないように促し、気持ちを楽にするよう声掛けし、余暇の過ごし方を検討。

音楽やカラオケが趣味でもあり、日曜日のカラオケに参加を促したり、ラジオを聴くよう勧める。

　　気分転換に買い物に行ったり、たまに美味しい物を買ってきて食べるよう声かけしている。

＜評価＞

　・本人の特徴として物事を細かく分析する面がある。特徴を支援の中でうまく活用（記録を作成してもらう等）する。

・金銭管理、食事作りなどの個別プログラムと面談日を固定化し、支援項目を明確にして本人にわかりやすく提示する。また、タイムリーに必要な情報を提供する。

・生活領域の狭さに加え、自分の基準にあてはめて考えることから周囲とのギャップがある。被害的な訴えがある時は頭から否定せず、わかりやすく理由を伝えることが必要。

２：富塚　勝幸様　（青明者登録者）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点＞

①職場との調整

→離職時は、職場内での賃金の変化、またそれに伴う会社側の本人への要求の変化から症状悪化がみられた。

・本人が混乱することなく復職できるよう、復職前の段階で事業所側と協議し、職場内の環境調整を行っていく。

　【調整内容】

1.復帰スケジュール

2.復帰後の作業内容

3.青明舎からの就労支援

4.作業時間・日数・賃金

②本人の状態把握

→本人が症状の悪化を自覚している状態

· 本人と面談を重ねていき、本人の離職から現在までの振り返りを行う。

· 本人の復職へ向けての動機付けを図っていく。

· 症状の変化が顕著に見られるので、担当医・関係機関と密な連携を図る。

・　外来受診に同行し、担当医から本人の状態について確認する。

③作業能力

→作業面においては、作業を急ぎすぎるあまり個々の作業が乱雑になっている。
・ジョブコーチ支援を実施し、正確性の向上を図る

・事業所とも連携を図り、本人への支援方針を統一して対応する。

④対人関係

→他利用者に対して強い口調で話したり、指示的に関わったりとトラブルに発展する可能性がある。
· ジョブコーチ支援・面談を実施ながら個別SSTを実施し、本人の対処スキルの向上を図る。

拾う

＜評価＞

・現在うみねこ幸房利用中となっており、2月初旬から作業に従事せず読書をして過ごしている。甲田クリーニングより復職受け入れの申し出があり、本人も復職の意思があることから、早期に甲田クリーニングに繋げる。復職にあたり、これまでの経過を踏まえながら、作業内容についても事業者側と綿密に話し合い、環境調整を図っていく必要がある。

３：佐藤　ミツ子様　(青風荘入所者)の処遇について

病名：統合失調症、精神遅滞（ＩＱ45）

＜問題点＞

1 身の回りの事（整理整頓）

→整理整頓が上手く出来ず、苦手である。

→シャンプーやリンス､歯磨き粉など使い切らないで新しい物を購入する。
→場所や目的に応じた服装の選択が出来ない。

・掃除や整頓の必要性について説明し、本人が取り組みやすい段取りを本人と話し合い、継続して介入する。
・自発的に行なえない時は訪室して掃除を促す。必要であれば一緒に自室の清掃を行う。

・シャンプーやリンス､歯磨き粉など購入の際は在庫の確認をしてから購入させ無駄の無いようにする。
・余暇時間や通所時に外出着を着用したり､気温に合った服装が出来ない為、その都度説明し適正な服装を着用できるようにしていく。

②他者との交流

→過度に緊張してしまう

→自ら思っている事を上手く伝えられず、ストレスを溜め込んでしまう。

・緊張のあまりに会話が早口になったり、内容にまとまりが無くなることがある為、見守っている事を伝え、安心感を与える。
・集団の場に短い時間ながらも居る事できるようになってきている為、自ら交流した時はその事を評価し、時間を延ばして居れるように介入していく。
・不満や思っている事を話せずにストレスを抱え込んでしまう傾向にある為、定期的に面談の場を設け接触を図りながら軽減に努める。
・施設での生活を有意義に過ごせるよう趣味の拡大をしていく。

＜評価＞

・身の回りのことは概ね出来ており、施設内生活は落ち着いている。今後の方向性としては、家族のもとへ返すのが妥当ではないか。経済的に他施設への入所も厳しいこと、新たな環境への対応も困難と思われる。家族の意向も伺い、次のステップについて早期段階で家族面談が必要。







